
岩石とイオン結合

教科書の最初に出て
くるのが「イオン結合」
です。陽イオンと陰イ

オンとが静電気力によっ
てできています。また
「酸」から生じる陰イ
オンと「塩基」から生
じる陽イオンとがイオ
ン結合した物質を「塩
（えん）」と言います。

「しお」ではなく「え
ん」です！食塩は塩化
ナトリウムなので「塩
（えん）」の一種です。
さて、「えん」で出来
ている物質をハンマー
などで叩くと、衝撃に

よって結晶がずれます。
その結果、プラスｰプ
ラス、マイナスｰマイ
ナスのイオンの配列に
なり、電気的反発力で
バラバラになってしま
います。つまり「塩

（えん）は叩くとバラ
バラになりやすい」
わけです。「岩塩」と
は塩でできた岩石です
が、非常にもろい。す
ぐにバラバラになって
しまいます。すぐそこ

に落ちている岩石でも、
叩くとすぐに粉々になっ
てしまいますね。チョー
クなんかも落とすとす
ぐに割れますし、瀬戸
物もそうです。つまり、

これらはすべて「イオ
ン結合＝塩（えん）」
なのですね。
石英が多い岩石のこ
とを「酸性岩」と言い
ますが、ＳｉＯ２（珪
酸）が多いのでこのよ

うに呼びます。
高校生のときですが、
化学の教科書に出てく
る「酸の定義」と照ら
しあわせて、岩石にお

ける酸と塩基の定義が
良く解らなくなった記
憶があります。ちなみ
に化学では、アレニウ
スの酸の定義は「水素
を持ち、水溶液におい
て水素を放つ物質を酸

という。また水酸基を
持ち、水溶液において
水酸化物イオンを放つ
物質を塩基という」
またブロンステッドに
よる定義は「水素を他
に与える分子・原子・

イオンを酸と名付け、
逆に水素を受け取る分
子・原子・イオンを塩
基という」これらの定
義は物質が水溶液にな
らないと議論できない
ので、固い岩石が酸性

岩とか言っているが、
どのように酸とか塩基
とか言うのか？と思っ
たのでした。

巨大分子＝生物
「でんぷん」は、分子

が大きいので、水に溶
けません。片栗粉を水
にひたすと、一見溶け
たように見えますが、
長時間置いておくと、
沈殿してしまいます。

でんぷんは「コロイド」
という状態になってお
り、水に溶けたわけで
はありません。でんぷ
んを入れた水ににレー
ザー光線を照射すると、
レーザー光の筋が見え

ます。（チンダール現
象）（あんまりでんぷ

んを入れすぎると、筋

が見えません。）
お米もそうですが、と
ても水に溶けにくい。
生米を食べてしまうと
お腹を壊すのも、でん
ぷんが水に溶けないた
めです。関ヶ原の戦い

のとき、石田三成が伊
吹山山中を逃げるとき、
生米を食べてしまい、
腹をこわして難儀しま
す。家康に捕らえられ
た三成は、「米は水に
ひたしてから食べなけ

ればならない」と説教
されてしまいます。化
学的には「加水分解」
ですね。
体内では「加水分解」
と「熱処理」されたも
のを口に入れます。唾

液に含まれているアミ
ラーゼが触媒になって、
でぷんを麦芽糖（マル
トース）に変えること
は周知の通り。
これを実験室で行うに

は、でんぷんに硫酸を
加え、数百度に加熱し
なければなりません。
要するに、でんぷん分
子は大きすぎるので、
化学反応の力で小さい
分子に分解するのです。

水に溶けるには「水酸
イオン」がないといけ
ないのですが、ブドウ
糖レベルになると水酸

イオンが出てきて水に
溶けます。つまり、血
液中に溶けることがで
きるわけですね。
自然界で「米＝でんぷ
ん」は稲にとっては次
の世代を担う大切な

「種子」です。春が来
るまでに雪や雨によっ
て溶けてしまっては一
大事！。でんぷんが水
に溶けない理由です。

紫外線について

紫外線を発する蛍光灯

紫外線を当てると、
意外なものが発光しま

す。上のバーコードは
は、使用済はがきです。
普通光ではまったく見
えませんが、特殊なイ
ンクが光ります。
下の写真はお札にあ
る印ですが、紫外線で

オレンジ色になります。

その他、ホタル石や、
放射性元素を含むゼノ
タイムなどの岩石も、
紫外線によって光りま
す。
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